
小学校

○　教科に関する調査（全国の平均正答率との差）
【国語】 【算数】

○　児童質問紙調査（全国の平均回答率との差：肯定的な回答）

大洲市

《分析》
　国語と算数全ての項目で全国平均とほぼ同じか下回っている。国語における「言語の知
識・理解」、算数における「問題解決の考え方」、「図形の学習」、「用語等の意味理
解」の各項目に課題が見られる。特に、算数では、児童が学習への関心・意欲を高められ
るよう指導することが大切である。
　児童質問紙調査は、取り上げている全ての項目で肯定的な回答が全国平均とほぼ同じか
上回っている。特に、「自分にはよいところがある」の項目は良好である。

※　グラフはＡ問題とＢ問題の平均で表示
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朝食を毎日食べる 

自分にはよいところがある 

地域・社会の問題等に関心がある 

学校のきまりを守っている 

人の役に立つ人になりたい 

将来の夢や目標がある 

家で学校の宿題をしている 

学校に行くのは楽しい 

人の気持ちが分かる人になりたい 

いじめは絶対にいけないと思う 
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